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主
軸
に
据
え
て
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
た
モ

ン
ゴ
ル
祉
舎
の
動
態
を
究
明
し
た
本
書
は
、
こ
の
分

野
の
研
究
に
新
た
な
展
望
を
開
い
た
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
明
代
モ
ン
ゴ
ル
に
先
行
す
る
モ
ン
ゴ
ル

長
年
に
わ
た
り
評
議
員
さ
ら
に
は
副
曾
長
と
し
て
一
帝
園
・
元
朝
史
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
や
や
紋
切
り

本
舎
の
た
め
に
重
力
さ
れ
た
京
都
大
翠
名
穆
教
授
萩
型
の
征
服
玉
朝
論
を
見
直
す
論
考
を
多
数
設
表
し

原
淳
卒
先
生
は
、
卒
成
十
二
年
十
二
月
十
七
日
、
腎
た
。
モ
ン
ゴ
ル
の
中
閣
支
配
の
原
黙
を
さ
ぐ
る
ね
ら

不
全
の
た
め
静
岡
市
安
東
の
御
自
宅
に
て
逝
去
さ
れ
い
か
ら
な
さ
れ
た
一
連
の
ム
カ
リ
玉
園
の
研
究
、
お

た
。
享
年
八

O
。

よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
探
馬
赤
軍
に
つ
い
て
の
論
及

先
生
は
大
正
九
年
四
月
四
日
、
静
岡
市
の
生
ま
は
、
閣
内
ば
か
り
で
な
く
、
海
外
と
く
に
中
園
の
祭

れ
。
昭
和
二
一
年
に
京
都
一帝
園
大
皐
文
摩
部
史
皐
科
者
た
ち
と
の
活
滋
な
論
争
を
呼
び
起
こ
し
た
こ
と
は

を
卒
業
後
、
文
皐
部
副
手
、
静
岡
豚
立
臨
時
教
員
養
記
憶
に
遠
く
な
い
。

成
所
数
綬
、
京
都
大
祭
文
皐
部
助
手
、
同
講
師
(
非
さ
ら
に
、
京
都
大
摩
文
製
部
に
お
け
る
大
規
模
な

常
勤
)
を
経
て
、
昭
和
三
四
年
に
京
都
大
皐
文
皐
部
史
料
編
纂
事
業
に
、
長
い
歳
月
に
わ
た
っ
て
従
事
さ

助
数
授
、
同
五
三
年
に
岡
敬
授
に
就
任
、
東
洋
史
壊
れ
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
二

第
二
講
座
を
鎗
任
さ
れ
た
。
同
五
九
年
、
停
年
に
よ
九
年
以
来
、
浩
翰
な
『
明
貧
録
』
の
な
か
か
ら
そ
ン

り
退
官
さ
れ
、
京
都
大
祭
名
替
数
授
の
稽
鋭
を
受
け
ゴ
ル
関
連
の
記
事
を
抽
出
し
校
訂
す
る
と
い
う
、
鋭

ら
れ
た
。
京
都
大
皐
退
官
後
は
立
正
大
摩
教
授
に
就
敏
な
史
眼
と
不
擦
の
一
意
志

・
根
気
が
も
と
め
ら
れ
る

任
、
ひ
き
つ
づ
き
教
育
と
研
究
に
励
ま
れ
た
。
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
全
十
八
加
の
『
明
代
満
蒙
史

先
生
の
ご
専
門
は
、
モ
ン
ゴ
ル
を
中
心
と
す
る
北
料
』
の
完
成

・
公
刊
に
中
心
的
な
役
割
を
は
た
さ
れ

ア
ジ
ア
史
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
史
で
、
な
か
で
も
『
明
た
。
ひ
き
つ
づ
く
上
中
下
三
加
の
『
元
史
語
奨
集

代
蒙
古
史
研
究
』
(
同
朋
合
)
は
明
代
の
モ
ン
ゴ
ル
成
』
な
ど
の
編
纂
に
も
力
を
鐙
く
さ
れ
た
。

史
に
関
す
る
三
十
年
徐
に
わ
た
る
研
究
の
集
大
成
で
温
良

・
典
雅
な
お
人
柄
は
、
皐
生
教
育
に
お
い
て

あ
る
。
隔
地
大
な
漢
文
と
モ
ン
ゴ
ル
語
の
史
料
を
典
援
も
媛
わ
る
こ
と
な
く
、
先
生
に
よ
っ
て
勇
気
づ
け
ら

と
し
て
、
明
朝
と
モ
ン
ゴ
ル
と
の
多
様
な
交
渉
史
を
れ
た
も
の
は
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
故
郷
の
静
岡
と

報

萩
原
淳
卒
教
授
の
卦

風
平
間
研
鍋
酬
の
地
で
あ
っ
た
京
都
と
を
、
と
も
に
こ
よ

な
く
愛
し
た
方
で
あ
っ
た
。
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